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研究生活を振り返って:

一人の研究者として、 一人の市民として

高橋 進

皆さん、こんにちは。

これより高橋進先生の最終講義を始めさせていただきます。私はきょう

進行役を務めさせていただきます、法学部教員の渡辺です。

高橋進先生は、 26年もの長きにわたって本学の法学部で教壇に立たれて

きました。法学部にまだ政治学科がある日寺代から、今は学科としてはあり

ませんけれども、政治学の分野を中心になって引っ張ってこられた先生で

す。きょうはその高橋先生がご自身の研究生活、大学での教員としての生

活を振り返ってお話をしてくださいます。

その前にまずは、法学部長の橋口豊さんからご挨拶をいただきます。

法学部長の橋口です。

まず、高橋先生の最終講義の前に、私のほうから学部長として一言挨拶

させていただきます。

高精進先生がこの3月で定年退職を迎えられ、本学を去られるに当たり、

まずは深い感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。本当にいろいろお世

話になりました。

高橋先生は大阪市立大学法学部、そして、同大学大学院法学研究科にお

いてファシズム研究の大家として知られる、111口定先生のご指導のもとで

政治学と西洋政治史を学ばれました。その後、佐賀大学教養部に]俄を得ら
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れた後、広島大学法学部を経て、 1992年に本学法学部に着任されました。

先ほど紹介にありましたように、以来26年の長きにわたり、法学教授とし

て研究・教育に当たられていました。

高橋先生は大学院時代よりよりイタリア・ファシズム研究に取り組まれ、

この分野の第一人者として学会では広く知られています。あわせて先生の

ご研究で注目すべきことはイタリア政治研究をベースとしながら、地方自

治に関する諸問題、現代のナショナリズムやポピュリズム、原子力発電を

めぐる政治なども研究対象とされていることです。綴密な歴史研究から現

実の社会問題の分析まで学問的な活動の幅を広げてこ られました。

また、大学における教育に関しては西洋政治史やヨーロッパ政治論の講

義はもちろんのこと、自治体や NPO出身の社会人学生を中心とした大学

院演習を担当されたほか、学生が地方政治家と接する機会を設けたり、大

学生が高校生と議論する;場をつくったり と、通常の学部ゼミ にとどまらず、

笑践的で実験的な授業も続けられてきま した。

そして、大学の公務については評議員、法学部長、学長補佐、法学研究

科長などの要]慨を歴任され、龍谷大学及び法学部の組織運営に多大な貢献

をなされてきました。また、労働組合の活動にも力を注がれ、龍谷大学教

職員組合の委員長も務められました。

さらにこの問、社会的活動の面においても、 滋賀県の甲良町と竜王町で

情報公開条例策定委員を務められたほか、現在も滋賀自治体問題研究所の

理事長の職にあるなど、自治体における行政や市民活動に識者として積極

的に関わっておられます。

また、関西電力高浜原発運転差しとめ訴訟や自治会費寄附金訴訟に原告

の一人として参加され、特に後者については最高裁で、は違憲判決をかち取

られました。

このように、高橋先生はヨーロッパ政治の視点から現代世界の動きを考

察される とともに、]殿場や地域といった生活の場における民主主義を求め
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られて行動し、|時には闘ってこられました。先生の専門的な知識に支えら

れた熱い思いは、周りの人々や地域社会に大きな影響を与えてきたと言え

ます。

近年、大学を取り巻く状況は少子化の影響を受けて大変厳しいものがあ

ります。このような状況の中で、本学法学部も法学・ 政治学教育のあるべ

き姿を模索しています。龍谷大学や法学部が教育機関と して困難な課題に

立ち向かっていく中で、高橋先生がご退職されることは多くの啓発を受け

てきた同僚として寂しさを禁じ得ません。

今後、 我々は先生が龍谷大学での研究 ・教育活動の中で大事にされてき

たことをできるだけ受け継ぎながら、大学のさらなる発展のために尽くし

ていきたいと思います。

高橋先生の大学へのご尽力に改めて感謝し、ますますのご健勝とご活躍

を教職員一向、祈念いたしております。

先生、長い問、大変お世話になりました。心よ りお礼申し上げます。ど

うもありがとうございました。

はい、ありがとうございました。

それでは高橋先生、ご講演のほう、よろしくお願いいたします。

皆さん、先ほどお話ありましたように、これが、私が龍谷大学で行う最

後の講義です。26年間勤めて最後の講義というのは何となく感無量になり

ますが、ここはその気持ちを少し抑えて前「義を行いたいと思います。

学生諸君には試験の直前なのに関係のない話をするのかとがっくりする

かもしれませんが、そこはまあ、これも何かの縁ですからつき合っていた

だいて、ぜひ私の儀後の思いなり、研究してきたことをお話しさせていた

だきたいと思います。

先ほどご招介にありましたように、龍谷大学で26年間勤めました。1992
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年に政治学科を龍谷大学法学部につくるというので、広島大学法学部にお

りましたが、お誘いがあり移ってきました。一番最初に就職したのはその

前の佐賀大学で、佐賀大学の教養部に1980年、就職しました。満30歳でし

た。当時法律系の人はもっと早く就職していましたが、政治系はなかなか

難しかったということがあります。ただ、今日の大学の状況、研究者の状

況を見ると、 30歳で就職できたらいいのかなとも思います。

それはさておいて、佐賀大学に就職するまで、実は佐賀には行ったこと

ありませんでした。就職が決まってから地図で、多分長崎の隣だ、ったなと

いうので調べました。私、生まれは福井県の武生です。殺に聞くと、親は

大阪にずっと以前から住んで、いたのですが、戦争が激しくなって空襲等々

を避けるために田舎に戻ったと。郷里は福井県の武生市で、今、合併で越

前市になっております。ij災後すぐには大阪に戻ってこなかったようです。

私は、そこで昭和24年 (1949年)に生まれま した。その後、 三、四歳ぐら

いで大阪に来ており ます。したがって、物心ついたのはずっと大阪です。

大阪市の旭区という、第二種住宅地域と言われる、商業、工業、それから

住宅があるような、そういう地域で育ちました。したがって、佐賀に行く

まで、大阪市も周辺部にはまだ畑や空地もあったのですが、 一応都市部に

住んでおりました。佐賀大学に行き、初めて農村に住みました。これはす

ごく感激で、した。最初は公務員宿舎に入れなくて、民間の-jlii'を借りて住

み、 l年ぐらい経って佐賀大学の公務員宿舎に移りました。これが何と田

んぼの中にぽつんと l練だけあるのです。すこ、かったのは、 当H寺、まだ

大々的に農薬を散布してお り、周りは全部田んぼですから、虫を駆除する

ための農薬散布の時期になりますと、農家の方が背中にタンクしよ って撒

いたり、あるいは二人で細い管を持って楽を撒きます。子供たちはこれを

まねして、ひもを引っ張って、農薬散布遊びなんでいうのをやっておりま

した。しかし、後から聞くとやばいですね。いろんな有毒物を含んでおり

ましたから。
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当時は周り がずっと 田んぼで、大学の周りも 田んぼでした。今はもう

すっかり住宅街になっております。田んぼや畑というのはすごい役割があ

るということを目のあたりにしたのは、集中豪雨のH寺です。例年 7月に集

中豪両になるのですが、どんと雨が降って川が氾撤しでも大丈夫です。な

ぜか。田んぼに水がたまるのです。つまり、自然のダムの役割を果たすの

です。そういう効能があるということを生で見てました。宿舎は大学のす

ぐ近くなので豪雨の|時は長靴を履いて歩いて行きますが、道路も少々水浸

しであります。そういうのを経験しました。

もう一つ思い出に残っていることは、佐賀大学の教職員組合主催で潮干

狩りに行った時のことです。何とこの潮干狩りは船に乗って、有明海に行

くのです。海岸で潮干狩りをするのではありません。船に乗って 111寺問ぐ

らい、ぽんぽんぽん、ぽんぽんぽんという音ではないですけど、行きまし

た。船の上でしばらく待つのです。なぜ待っか。i制が引くのを待つのです。

後で知りましたが、有明海は干jf;iljの差が深いとこで 8メー トル、 普通で5

メ ートルあります。 11時間ぐらいしますと i\~Jがヲ|いてきまして、すっかり

砂浜が出る。そこで|峰りて員を掘る。まあ、海岸よりいっぱいとれます。

だんだんì~)Jが満ちてきたら船に戻ってきます。 あんまり頑張っているとず

ぶずぶになりますから、「はよ戻っておいで」と声をかけられます。船に

釆ーって約 1U寺閉じっと待っていると潮が満ちてきて、船が出れるようにな

り、港に戻る。非常に牧歌的で、自然の豊かさや有明海の干i刑jの差、そう

いうものをじかに感じることができました。今は諌早湾の埋め立て、ギロ

チンが降りたことによって有明海の様々な生物、魚介類がだんだ‘ん減って

いると聞くと、あの光景はもうないのかなと思ったりします。

その次に行ったのが広島大学です。別に佐賀大学の教養部に不満があっ

たわけではないのですが、法学部で来ないかという話があり移りました。

ここに 7年間いました。ここでの思い出は、 7年いる問、毎年ではなかっ

たですが、 3図か4回、原爆慰提祭に参加しました。8月6日。私の親族
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に被爆者がいるわけで、はないですけれども、この慰霊祭に出ました。8月

6日というのは、広島にいたときもそうですし、その後テレビで見ても、

いつも晴れです。もうむちゃくちゃ暑いので、す。一般の参列の場所に行き、

式典、そう長くないのですが、これに参加して、その後、平和l記念資料館

などを見たりします。あるいはその後、大学に戻って、夕方、また平和公

園に行くと灯能流しをしています。資料館で見て、イメージできるのは8

月6日の灼熱の朝に原爆が落ちた後、元安川ゃあちこちの川に人々が水を

求めて行った。「水を水を」という声と多数の死者の姿、これを思います。

夜には人々が親族や友達らを思って灯鑑を流す。そのl明かりの一つ一つに、

全部に人々が亡くなったこと、そして、亡くなった人への思いが込められ

ていることを心に感じます。それゆえ、戦争や核兵器への強い怒りという

か不安というか疑問というか、こういうものを持ちました。

先ほど話しましたように、夜、は1949年、昭和24年生まれであり、ベビー

ブームの最後です。いわゆる団塊の世代の最後であり、団塊の世代はいろ

いろ、世間から非難やらもろもろ言われたりします。高齢者人口もとーっと

増えて、あと10年たったら75歳以上とか78歳以上が一杯になるなど、もう

何か悪の権化のように言われます。実は、この団塊の世代はいろいろな意

味で戦前と戦後の両方にいたのかなという気がします。もちろん戦後生ま

れですけども、身近に戦争の影がありました。それはレジメにも書いてま

すが、お祭りに行きますと傷撲軍人たちがいました。傷痕軍人いうのは戦

争で負傷し、障がいが残った人です。軍人恩給の法律はできていたはずで

すが、十分カバーし切れてなかったのでしょう 。 I~I い着物を着て、ハーモ

ニカやアコーデイオンを鳴らして、物乞いと言いますか、支援のお金を集

めるという光景をよく見ました。最近、赤川次郎の小説を読みましたが、

戦後、帰還してきた兵隊が食えないので、本当は戦争で負傷していないが、

故意に足やら手を落として、傷撲軍人としてそういう物乞いをするという

話が出ておりました。そういう裏の事情は知りませんが、ともかく戦争か
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ら戻ってきた人々の悲惨な姿を目の当たりにして、子供のころ育ちました。

それから、さらに貧困もありました。ベビーブームですから 1クラス50

人以上で、教室の後ろいっぱいに机と精子が並びます。小学校でもそうで

す。小学校で・はとりわけそう ですけど、 長期欠席児童が大体50数人中、 2 

人から 3入、 I年から 6年の問にいました。長期欠席児童というのは、名

前は名簿に載っているけれども、ずっと学校を休んでいる児童のことです。

なぜか、貧困のために学校に来れないのでしょう。貧乏人の子だくさんで、

弟たちゃ妹たちの面倒を見るために学校に来れない等々の理由があったの

だろうと思います。また、給食の時に抜ける子供もいました。中学校では

給食ありませんが、小学校では給食がありました。4時間目までいたのに

給食の時にいないというのは、多分ですけれども、当時、子供ですからよ

くわかりませんが、給食費が払えなくて抜けたのではないか思います。

こういうように、 貧困や戦争の影というものを身近に感じていました。

しかし、同時に大きくなっていくにつれて、日本経済が高度成長していき

ます。私もそういうおかげで6人兄弟の一番下だ、ったということもありま

して、上が皆{動き出すと少しはましになって、大学まで行くことができた

という事情であります。

そういう子どもl時代はあったにしても、私の専門は西洋政治史、政治の

歴史です。この歴史への関心はいつ、どのように持ったのかということ、

最終講義に向けて、いつから、 何だ‘ったんだろうと考えま した。一つの要

因は高校時代からです。

ちょうど1965年に高校へ入りますが、 65年に日韓基本条約が調印されま

す。アメリカのベトナム戦争も激しいころです。アメリカが南ベトナムだ

けで戦争やっていたけれども、南の戦場だけでは)j券てないというので北爆

を開始します。そういう戦争の拡大がありました。それへの反対運動もあ

り、同時に高校紛争もありました。私の高校ではなかったけれども、大学

紛争をまねて高校を封鎖するということもありました。日韓基本条約反対、
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なぜ反対かと言うと、当時、左派系の人々が、これは日本帝国主義が韓.国

に経済侵略をやろうとするもので、軍国主義の複活であると。当時、韓国

は軍事独裁政権で、今のように民主化されていませんから、そういう独裁

政権と手を組んで、支配を強めようとするのだということで日韓基本条約反

対運動がありました。私も誘われまして、デモに行きました。この場に警

察官になる人もいるでしょうし、 卒業生でもいますね。デモで大阪の御堂

筋に行きますと、警察は規制します。デモは4列でやります。ちょっとこ

う警察の強い規制に、不満ですからはみ出したり何かやると、機動隊員が

足で我々を蹴飛ばすのです。これに抵抗すると逮捕されますから、抵抗し

ないのですが、高校生ながらに思いました。「権力というのは暴力だjと。

だから、将来警察官になる人は安易に一般市民を蹴飛ばしてはなりません。

デモは当然の権利です。国民のデモが少々規制からずれようが、別に犯罪

を犯してるわけでも何でもないのですから、デモに参加している国民を蹴

るようなことを決してしないようにして下さい。でも、そのころは単純に

「警察は権力だ、暴力だ」と思いました。

だから、最近、高校生の政治活動禁止とか、デモに行くのかどうのとい

う当時の文部省や教育委員会の通知の話が出てましたが、当時は全然知り

ませんでした。第一知っていたとしても、デモに行ったでしょう。だって

市民の権利ですから。中学生でも高校生でも人間であり、市民です。市民

は何歳であろうが、自分が意志を持って行動するという権利がありますし、

あるいは親に連れられてデモに行くのも権利でしょう。そういう意味で、

何歳までは駄目とか、中学生や高校生は禁止なんでいうのは馬鹿げている

のであり 、いまだに文科省や教育委員会はそういう馬鹿げたことを言って

います。

そういう生の政治の動きと同時に、 1868年が明治維新ですので、高校か

ら浪人時代に明治100年祭がマスコミや歴史学界で議論を呼んでいま した。

今年は明治150年ということで150年祭を政府は大々的にやるようです。安
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倍さんに対抗して総裁選挙に出ると公言している野田さんは、「今さら明

治ではないだろう」と水をかけておりますが。1968年は明治100年という

ことで、日本はアジアでII{t-近代化を遂げた固という宣伝を展開し、国民

にナショナ リズムを中心とするさまざまなイデオロギー的な働きかけをし

ていました。そういうことについて、歴史家の間では現代ファシズムの登

場ではないかと議論されていました。要するに、国家による国民へのイデ

オロギーの注入です。明治はすばらしかった、日本の近代化もすばらしい、

戦争もまあいろいろあったけれども、それは、日本の発展の必然であった、

あるいはやむを得なかったのだという ような侵略戦争の正当化の宣伝を展

開していました。実は、最近、研究室を整理しておりましたら、その頃

買った『歴史学研究』という専門雑誌の「明治百年祭」の批判の特集号を

見つけました。高校の2年生か3年生でこんな雑誌買ってすごいと思いま

したが、実は買っただけで読んでおりませんでした。よく 言う積ん読です。

もう一つそれに絡んで、、 『きけ、わだつみの声』という本にも影響を受

けました。今、私の手元にあるのは1982年に出された岩波文庫版ですが、

高校の図書館等々で読んで、おり ました。これはいわゆる学徒動員あるいは

大学生たちが卒業して社会で働いていた後、戦地に動員され亡くなった

人々の手記や兄弟、親たちへの手紙を集めた本です。この 『きけ、わだ‘つ

みの声』の冒頭の序言で、東大のフランス文学の渡辺一夫という人がフラ

ンスの詩人の文章を引用しております。これに非常に私はすごく影響を受

けましたし、あるときまでこういうものの考え方は私の心を縛りまして、

ある意味で非常に重荷になっていました。

それは、フランスのジャン・タルジ‘ューの詩で、「死んだ人々は逝って

こない以上、生き残った人々は何をわかればいし、。死んだ人々には|嘆くす

べもない以上、生き残った人々は誰のこと、 何をI嘆いたらいい。死んだ

人々はもはや黙ってはいられない以上、生き残った人々は沈黙を守るべき

なのかJという詩です。青年でしたからこういう詩にすごく感化されまし

(館法 'l8)50-4. 625 (2455) 
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て、何かこう自分の生きていく上での使命感みたいなものを持ってしまい

ました。持ってしまったと言えば何ですが、持つことはいいんですけれど

も、すごく 重荷的な受けとめ方を しました。

それはともかく、こういう影響を受けながら大学受験をしまして、 一生

で1回の大ミスをしました。当時は先ほど申しま したよ うに、明治維新に

興味があったので日本近現代史を勉強するつもりでした。文学部を受けま

したが、化学の試験で四角い25題か30題かの解答欄がありました。なぜか

よくわかりませんが、本来横に解答を書いていくものを縦に書いてしまい

ました。そうすると、合うのは第l問と第25聞か第30問です。これで落ち

ました。で、浪人しました。その試験で、の失敗がわかったのは発表の前で、

試験が終わった後、友達の親が勤めてる会社か何かの保養施設に行き宴会

をしておりました。その中で、試験の話が出て、 同じ大学を受けた人と、

化学の問題はこうだ‘ったなと言う話をしていたら、「いや、違うぞ、おま

えは」と言われ、ょうやくミスが分かり、がっくり落ち込みま した。合格

発表は、今のようなホームページでわかるのではなくて、大学に掲示され

るのを見に行きます。私はもう落ち込んで‘いたので、遅くなってから行っ

たら掲示がはずされており、合格 ・不合格の確認もできずじまいで、後で

不合格の通知が来たことによって確認したというようなばかみたいな経験

をしました。

その後、浪人を l年している間に見た、テレビ番組の影響なんでしょう

か、弁護士が大事だ、世の中の人を、困っている人をすぐ助けることがで

きると思いました。役に立つことをしようと思ったのですね。弁護士を志

し、大阪市立大学の法学部に入りました。入学した69年というのは大阪市

立大学は大学紛争で封鎖の時代でありました。入学しでも授業がありませ

ん。秋まで授業があ りませんでした。今ならきっと、私が学生ならそうい

うことが起きれば「授業料返せ」という訴訟を起こすでしょう。君たちが

訴訟を起こすかどうかわかりませんが、 100万円返せ、あるいは半分50万

(龍法 18)50-4. 626 (2'156) 



研究生活を振り返ってー 一人の研究者として、 一人の市民として

円返せという話になるでしょうが、当時、国公立でも私学でも学生たちが

そういう訴訟を起こ したという話は聞いたことがありません。大学の中で

は学生たちが封鎖を して、バリケードをつくって、大学を解体だというよ

うなラジカルな人 と々、封鎖に反対 し、大学はそれなりに役に立つので、

民主化をするのだという人々が対立しておりました。その対立の中で、大

学紛争が激化して、最終的には警察官を導入して、バリケードを撤去した。

その後、授業が再開されました。その中でも、その後でも学生のさ まざま

な党派の争いで、暴力が使われました。レジメにゲバルトと書いてますが、

学生諸君はわからないでしょう。当時、 ドイ ツ語が一般的でゲバル トはド

イツ語で暴力という意味です。角材なとeで、相手を襲ったりするのでゲバル

トと言いま した。こういうのに私はどうもついていけないというか、学生

運動に参加はしていますが、もう 一つなじめない学生でした。紛争に参加、

民主化運動には加わったけども、もうーっというか、割り切れないという

か、わからない思いを持っておりました。

そういう中で、入学時は弁護士志望でしたが、どうも 1年ちょっと勉強す

ると法律学は合わない、法律は向いていないということを悟り、かつて興

味を持っていたの歴史研究へ行きます。ちょうどそのころ、ナチズム研究

の専門家の山口定先生という方が立命館大学法学部を選l脱されて一一 きっ

と大学紛争にうんざりされたのだと思いますが一一大阪市立大学へ来られ

た。こうして、そのゼミに入ることになりました。

ちょうど時代的には、日本では!明治100年祭で現代フ ァシズムが問題に

なり、またヨーロッパでも日本でもフ ァシズムの一一一学生諸君には講義で

話しましたように一一疑似革命性や急進性が注目を浴びるようになった。

つまり 、上からの抑圧だけではなく、国民が、民衆がそれにfi'(極的に参加

していく 。動員されるだけではない。では、 何を求めて積極的に支持し、

参加したのか。そこに関心が高まっていた、そういう時代でした。他方で、

ある学生のコメン トでありましたが、世界恐慌がフ ァシズムを生んだとい

(百u法 '[8)50-4. 627 (2457) 
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う議論があります。世界恐慌は世界を襲った。アメリカを初め、イギリス、

フランス、 ドイツ、イタリア。でも、全部が全部ファシズム体制になった

わけではない。つまり、フランスのように人民戦線をつくり、ともかく

ファシズムにならなかった。イギリスのように労働党と保守党の連立内閣

で何とか釆り切ろうとした。あるいはアメリカのようにルーズベルトの

ニューディール政策を行った国と、イタリア、 ドイツ、日本のようにファ

シズムに行った国、 こういう違いがある。そういう問題は歴史学会でも

「世界史における1930年代」というテーマで議論になっておりました。

そういう関心があった中でゼミに入りま した。3回生になってからゼミ

が始まりますが、新任の先生は、よく知らないという理由もあったので

しょう。私の学年で、ゼミ生は 2人でした。学問的に有名な先生と言っても、

学生にとっては有名かどうかは全然関係なく、知らない世ー界でありますか

らゼミ生はわずか2人でした。山口先生のゼミでは、自分が関心のある

テーマについて報告していくというやり方でした。もう l人のゼミ生はナ

チズムをやると決めていました。同じことをやっても仕方ないので、夜、は

別のテーマを選ぶことにしました。しかし、当時余り勉強熱心な学生では

なかったので一一ーナチズムについてはすでに多くの本があり ましたが、イ

タリア ・ファシズムはあまりなかったので一一読む本も少なくて済むから

いいかなと思って、イタリアを選びました。だから、そのときは別にf!)f究

者ーになるとかはまるっきり考えてなくて、たまたまイタリア ・ファシズム

を選びました。ただ、偶然と必然とレジメに書いていますように、ある意

味で、 2人しかいないゼミで、 l人が先にナチズムを選んだ。で、残りを

ヲ|いたという意味では偶然で、しよう。ヲ|いたというか決めたわけですね。

でも、イタリア・ファシズムを選ばなくてもいいし、人民戦線をやっても

いい。同世代や少し上なら反ファシズム抵抗運動を研究する人々が多くい

ます。私はそれを選ばずに、抑圧体制がなぜでき上がったのかというとこ

ろに関心を持ち、ファシズムを選んだわけで、す。

(官ti法 '18)50-4， 628 (2458) 



研究生活を振り返って 一人の研究者として、 一人の市民として

少しずつ勉強していく聞に興味が深まりまして、もう少し勉強したいと

思って大学院に進学しました。このときでもまだ研究者になろうというこ

とを決めていたのではありません。大学院入学後はイタリア・ファシズム

とイタリア政治の勉強を本格的にやるようになりました。入ってからイタ

リア語を独学で学びつつ、当時、京都大学にいた豊下槍彦さんというイタ

リア政治史の専門家と、 当時京都大学の大学院生で去年龍谷大学法学部を

ご退職された労働J法の脇田先生と一緒にイタリア史の本を読みながら、イ

タリア語の力を何とかつけていきました。

この研究を始めた時の間い、いまだに解けていない聞いはここに書いて

いるように、日本、 ドイツとイタリアの比較、 3つのフ ァシズム、 3つの

戦争、 3つのij没後という問いです。それは授業でも申しましたように、 l 

つ目は、なぜイタ リアは一番早く、 1922年10月にフ ァシス ト政権が成立し

たのか。2つ目は、なぜイタリアではム ッソ リーニ独裁が1943年7月、連

合軍がシチリアに上陸し、もうイタリ アは勝てそうにないと分かったとき

に、いち早く国王の命令でム ッソ リーニを逮捕し、解任し、連合国と休戦

条約を結んだのか。「一抜けた」をやるわけですね。これと関連して思い

出すことがあります。イタリアに留学して、帰国前にドイツを旅行したと

きに、ミュンへンかどこかのビアホールで、 当時、まだ少しだけドイ ツ語

を話せましたので、横にいたドイツ人と話しました。「あなたは日本人か

と尋ねるので、「日本人だ」と答えるとともに、イタリア・ファシズムを

勉強しているという話をしました。すると、その ドイ ツ人が一一それは

1977年ですが一一イタリアは戦争から早々に抜けたので、次に戦争をやる

ときはイタリア抜きでやろうと言いました。私は「いやいや、もう日本は

戦争をやめたんだ、憲法9条があって」などと話しました。考えてみると、

1977年というのは1945年に戦争が終わってからまだ30年かそこ らしか経っ

ていません。ナチの時代に教育を受けて、兵隊だ、った人あるいはヒ ト

ラー ・ユーゲントに入っていた人、その人が当時、 20歳代だとしたら、 50

(能法 18)50-4. 629 (2459) 
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歳代です。あるいは子供のときの十四、五歳の人がまだまだ50歳代になる

かどうかの歳です。だから、こういう受けとめ方は普通にあったのだと思

います。

そのときはそういう言い方で終わったわけですが、ともかく、なぜいち

早くムッソリ ーニを解任したかは大きな聞いです。だから、そのドイツ人

は言ったのです。「イタリアはいち早く戦争をやめて抜けようとした。日

本は立派だ、最後まで1成った」と。私のほうは、「おいおい、立派って

言ってくれるなよ。その結果、原爆落とされたんだよ」と思うのですが、

まだ当時、原爆の悲惨さはドイツに伝わってなかったこともあるのでしょ

つ。

三つ目の問いは、ファシズム体制の終わり方の日本、イタ リア、 ドイツ

の違いです。なぜイタリアではレジスタンスが大きな勢力を得て、みずか

ら「ナチ ・ファシス トJ(イタ リアではこう 言います)の支配から解放す

ることができたのか。武装レジスタンスを展開して、連合軍の北上ととも

に徐々に解放していき、イタリアがみずからナチから全土を解放していっ

たのが1945年4月25日であり、この日はイタリア解放記念日という祝日に

なっています。これはイ タリアにいたドイツ軍が休戦協定に調印した日で

す。 ドイツではヒトラ-[1音殺計画が何度かあった。イタリアでもムッソ

リーニ|暗殺計画は何度もありましたが、失敗しま した。 ドイツで有名なの

は44年7月20日事件ですが、これも失敗した。しかし、 ドイツ囲内でレジ

スタンスをやる人々は極めて少数であり、武装レジスタンスは展開されな

いまま連合軍のベルリン攻撃の中でヒ トラーが自殺して、降伏するという

終わり方です。日本は8月61:1、8月9日の原爆、ソ連の参戦を経て無条

件降伏です。こういう違いはどこから生じるのか。

私のこういう捉え方は、物事の終わり方にその本質が現われるという言

葉を何かで読み、そうだと思いました。つまり、 3つのファシズムの終わ

り方の違い、指導者の最後の違い、ここに本質が現われている。一種の本

(古II法'18)50-4. 630 (2460) 



研究生活を娠り返って 一人の研究者として、 一人の市民として

質顕現論と言えるかもしれません。正しいかどうかは別にして、そう考え

ました。

イタ リアでは、ムッソ リーニは武装レジスタンス(パルティザン)勢力

に逮捕され、銃殺されます。 ドイツ軍が敗北していく 。イタ リア半島を連

合軍が北上し、各地で武装勢力、 レジスタンスが蜂起していく 。こういう

中で、ムッソ リーニは、自分の命が大事だというのでオースト リア兵に変

装して、イタ リア北部から逃げようとする。しかし、レジスタンス勢力に

見つかり、捕まりま した。処分についてパルテイザンのミラノ本部に問い

合わせると、 即銃殺と決定されます。一緒に捕まった数人のファシス ト党

の幹部や愛人のクララ ・ペタッチとともに銃殺されます。正式の裁判はあ

りません。 ドイ ツのヒト ラーはベルリン陥落目前という中で、連合軍が来

るときに焼き尽くせと焦土命令を出 します。さすがにそれはまずいという

ことで、国防軍の将軍たちも最後にはその命令は拒否します。ヒトラーは

敗北するドイツを見たくないと、愛人エヴァと一緒に自殺します。その後

を託された将軍が休戦協定に調印する、こういう終わり方です。

イタ リアは、ムッソ リーニの死後、レジスタンス勢力の連合政権の下、

戦後の体制をどうするかについて、王制か共和制かを国民投票で決めまし

た。なぜ王制か共和制かが問題になったかと言うと、ファシス ト政権がで

きたのは国王がムッソ リーニを首相に任命したからであり、ファシス ト独

裁を支えてきたのも国王です。匡l王は最後近くなってムッソ リーニを解任

しますが、ファシス 卜権力の樹立と独裁の責任はある、これが問われまし

た。それを問う社会党、共産党や行動党(自由主義的な左派)の大きな勢

力がありました。この結果、戦後、国民投票を実施し、多数が共和制を選

び、王政が廃止された。イタ リアはこういう11';です。国民投票と同時に制

憲議会投票を行い、こ こが憲法を自主的に作っていった。当時としては画

期的な社会権や、「イタ リアは労働に基礎を置く共和国である」という有

名な第 I条がありますが、そういう若干社会主義的な面も含んだ号、法を制

(百u法 18)50-4. 631 (2461) 



1時 i斑

定しました。共産党や社会党が制憲議会で大きな勢力であったことの影響

です。

ドイツは、ヒトラーが自殺し、降伏した後、連合軍が分割占領する。冷

戦の焦点になり、ベルリ ンを含めて東西に分けられていく 。東西分割され

ますが、西 ドイツは自主的にボン憲法をつくります。その後、NATOに

ドイツが必要だという ことで再軍備をし、NATOに加盟し、軍備を憲法

に書き込む、こういう形のドイツになります。

日本はかなり異なります。御存じのように、第二次世界大戦中、 ヨー

ロッパでもアメリカでも枢軸諸国との戦いで、ヒトラー、ムッソリ ーニ、

裕仁天皇は三悪人と言われ、枢ililhのトップリ ーダーとして3人並べられま

した。そういう責任者として考えられております。裕仁天皇は、戦犯問題

がありま したが、連合国のいろいろな判断、とりわけアメ リカの判断に

よって、戦犯にはならなかった。明治憲法の統治権を総指する絶対的な主

権者から、戦後、今の憲法によってシンボル、象徴になるわけです。今度、

皇位継承がありますが、そういう象徴に変身して継続します。イタリアや

ドイツと大いに異なっています。

ムッソ リーニは銃殺、ヒ トラーは自殺、裕仁天皇は象徴に変身。なぜか

という聞いが生まれます。もちろんここには、政治における権力と権威の

問題もあります。ヒト ラーは共和制のドイツであり、権力も権威も一人に

集中します。大統領ヒンデンブルクの死後、みずから総統という地位をつ

くり、全権力を握ります。イタリアは国王とムッソ リーニが並立します。

つまり、権威と権力が別々にある。しかし、この権威の国王もファシズム

の責任を問われて、共和制か王制かの国民投票が行われました。日本は天

皇制が倒れることなく変身する。もちろん、 8月15日革命説という議論が

ありますが。日本の場合には、占領軍が憲法草案を提起します。もちろん

在野の憲法案の提起もありま したし、日本政府がつくった案がひど過ぎる、

これでは問題にならないということで占領軍が提起する。在野の築も入れ

(拠法 18)50-4. 632 (2462) 



研究生活を娠り返って 一人の研究者として、 一人の市民として

つつ、1946年4月の選挙で選ばれた衆議院が、いわゆる憲法制定議会とな

り意法を制定します。そこでさまざまな審議をされて、いろんな条項が

入ってきます。そういう意味で、は、夜、は別に押しつけ憲法論には立ちませ

んが、イタ リアのような、あるいは ドイツのような作られ方ではなかった

ことは客観的事実です。問題はこれをどう 考えるのかという ことです。戦

争放棄と軍事力不保持の憲法第9条が日本ではそのままあります。自衛隊

はできたが、 9条はそのまま残っている。その点はドイツやイタ リアとは

違っているわけで、、 ドイツとイタリアには軍備条項がある。日本はない。

こういう違いがなぜ生まれたのか、どこからなのかということはそう簡単

に答えられる問いではなく、それぞれの歴史によると言えるでしょう。し

かし、歴史によって規定されると強調しすぎると宿命論になります。そう

ではないというのが私の立場です。

もう一点。第二次大戦はヨーロッパにおける独伊の戦争と、真珠湾攻態

とマレ一半島上陸によってアジアにおける日本のアジ、ア太平洋戦争が結合

したものです。もし日本がl布団との戦争だけにじっと耐えて我慢しておれ

ばどうなっていたのでしょう、アメ リカに宣戦しなければ。蒋介石は真珠

湾攻撃によって日本対英米戦争になり、アメ リカが日本に宣戦布告したこ

とを大いに喜んだ。チャーチルも喜んだ。なぜなら、 1941年当H寺はドイツ

がヨーロ ッパ大陸を制覇し、イギリスに爆撃をかけ、イギリスは一人頑

張っていた。フランスはドゴールなどがロンドンに亡命して、自由フラン

ス政府をつくり ますが、本国は降伏して、 ペタン将軍のも とでヴィシーに

ナチスに協力する政権をつくります。東欧にも親ファシズム・親ナチス政

権が多数あります。こういう状況の中で、イギリスがある意味で国家とし

ては唯一頑張っている。アメリカは武器などで英を応援していました。こ

の状況下で日本が英米と戦争を しなければ、どうなっていたのだろうかと

想像します。授業のときに学生の皆さんに聞きました。君がもしリーダー

ならどうしたか。あるいは、第一次大戦についても、あなたが一般国民な

(飽法 18)50-4. 633 (2463) 
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ら戦争に行ったか、ロシアやドイツで自分たちが飢餓に苦しんで、たらどう

したか聞きました。

私の研究については研究業績一党を付けておりますが、 3つの分野があ

ります。イタリア ・ファシズムの研究、イタ リアの戦後政治や現状分析と、

日本の地方自治の研究をしてきました。ただ、イタリアを研究していて、

ず、っとつきまとっていたのは、何のために外国政治研究を、イタリア政治

研究をするのかという聞いです。いまだになかなかこれだという答は見っ

かりません。というのは、これまで私の畜いた共編著を含む本の中で一番

発行部数が多いのは去年の12月に出ました、 『イタ リアの歴史を知るため

の50章』という本です。この著作一覧の最後にあり ます。これが2000部で

す。わずか2，000部。あとはいろいろ業績リストに載せておりますが、い

ろんな同僚や研究者仲間と共著で一一きょうも来ていただいてます、石田

先生、渡辺先生らと一緒に一一ポピュ リズムや再国民化、あるいは脱原発

に関する本を出しました。しかし、せいぜい千数百部、そのうちのまた、

何人にちゃんと読んでいただけたのでしょうか。『龍谷法学』、あるいは大

学院生のときに書いた、「イタ リア ・ファシズムと工業界」の専門論文な

ど、何人に読んで、いただけたのでしょうか。自己満足で、はないかと思うわ

けです。それに比べるとテレビやベストセラーの10万部、 50万部、全然違

う世界です。一体こういう専門研究にどんな意味があるのか。1:1本史はか

なりの読者層があります。中島先生らが書く、日本外交史や政治史の本な

どは日本史ファンが結構あります。テレピで「西郷どん」が放送されてい

ます。これは明治150年祭もあって、 NHKが放送しているわけですが、

もともと、かなりのファンがある。それに比べると外国の政治史は数少な

い読者であり、紙の無駄遣いではないかと思ったりもします。こういう疑

問はいまでも持っています。

しかし、別のようにも考えます。先ほど紹介した、『イタリアの歴史を

知るための50章jもそうですが、学問的な蓄積がいろいろある中で、先人

(飽法 18)50-4. 634 (2464) 



研究生活を振り返って 一人の研究者と して、一人の市民として

の書いたものの上にちょ っと足していしそういう 蓄積がいろいろな学問

を支えている。文科省は、人文社会系は金にならないし、社会貢献にさほ

ど直結しないから、こんな学部は減らせと国公立大学に圧力をかけていま

す。そんなに即役立つわけではないけれども、 人類の知的遺産と して

ちょ っとずっ役に立っていくのでしょう。日本語で・51令文や本を書くのです

から、イ タリア人のために書いてるのではない。英語やイタ リア語で書き

たいとは思いますが、日本語で書くときは日本の人が対象です。だから、

何のためにという |問いが生まれます。しかし、 そういう思いは研究者はみ

んな抱えてると思います。

夜、は先ほど 『きけ、 わだつみの声Jにも書かれているような、 重い諜題

を主観的に持って しまったと言いま した。大学院の修士課程が終わって、

博士課程のl年のときに、ラ ッキーなことにイタ リア政府の交換留学生に

採用され、その年の10月から翌年の6月までローマに留学しました。これ

がある意味で私にと っては非常によかったと思います。イタ リア人という

と今でもステレオタイプの見方があります。当時はも っとそうでしたが、

それなりに妥当もしていま した。1976年から77年にイ タリアに行きました

が、当時のイタ リア人は非常に陽気でした。当時、 イタリアでも経済的な

困難やテロやいろいろな問題が起きてま した。ローマに住んで、いま したが、

お金も なかったので安い下宿にいました。途中から 1カ月近くベッド貸し

ますという形で、南イ タリアから出稼ぎでローマにやってくる労働者と同

じ部屋に泊まりました。これでは勉強できないと思い、もうちょ っとま し

な、カーサ・デル・ポポロ (人民の家) という、大衆的な宿に、それでも

1日1.000円ぐらい払いましたが、そういう経験をしました。ともかく、

イタ リア人たちは経済的な困難や政治的な混乱があっても、人生を楽しむ

というものの考え方を持ってます。通りのカフェの前を若い女性が通る と、

あたかも礼儀のように声をかけていました。「チャオ、ベッラJ(お嬢さん、

美しいね)と。それが挨拶と思っていて、通る人々も普通に対応していま
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講演

した。イタリア圏内を旅行すると、日本人が珍しかったということもある

のでしょうが、コンパート メン トへ入りますと、向こうから話しかけてき

て、「どこから来たのか、どこへ行くのか、何をしているのか」と尋ねら

れます。こういう、親しみやすさというものがありました。彼らと話して

いると、人生は l回きりだから、楽しまなくちゃという考え方を持ってい

ると感じました。後で思いましたが、これではドイツ人のように戦わない

だろうと。l回きりの人生、そう簡単に死んでたまるかと彼らは思うで

しょう。だから、イタリア箪は弱いのですね。しかし、義勇軍は覚悟を決

めているのでそれなりに強い。ともかく、私はそういうイタリア人の生き

方に影響を受け、l回きりの人生だから楽しまなくちゃというものの見方

をするようになりました。だから、 『きけ、わだつみの声』の重いおもし

を少しずつ下ろすことができるようになりました。

研究は、先ほど言いました3つの分野をやってきましたが、基本的には

ファシズムあるいはイタリアが中心です。日本の地方自治の分野をなぜ研

究したかと言うと、基本的には素朴に自分の住んでいるところは住みやす

くしたい。したがって、自分の住んでいるIUyや県や地域のことに可能な範

囲でかかわる。自分としては、フルに関わることはできない。そんなこと

はレーニンとか何か革命家に任せたら良くて、私はただの庶民であります

から、自分が可能な範囲で関わると考えた。それは誰でもそうだと思いま

す。70年代か80年代の広告で 124時間働けますかJというのがありました。

今で言えば電通の過労死事件がありましたが、あの過労死がマスコミに出

たときに、元電通の上のほうの人が「猛烈に働くのは当たり前ではない

か」、というような趣旨のことを言っていました。あの世代が我々の世代

であり、死ぬほど働くのは当然で、 124時間働けますか、リポピタンDJ

とか言って、飲んで頑張る猛烈社員です。その一方で、、一種の世代論にな

りますが、この60歳代というのは一番安倍政権に批判的で、憲法擁護が多

いのです。つまり、先ほど言いましたように、戦争のl時代には生きていな

(龍法 18)50-4. 636 (2466) 
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いが、戦後のn寺代の問題、戦争の影を引きずってる、これを感じている世.

代だろうと思います。ともかく 一方でそういう猛烈に働くという動向があ

りましたが、私は猛烈で、はなく普通に生きていこう、イタリア人のように

「人生を楽 しもう」と決めま した。人生を楽 しむには、住んでいると ころ

は住みやすくしたいし、働いているところは働きやすくしたい。というこ

とで、労働組合の役員もしました。佐賀大学にいるときは転勤の直前に、

佐賀大学の教職員組合の古記長をやりま した。国家公務員ですので、スト

ライキ権はないのですが、人事院勧告が初めて実施されないということで、

組合の大会で人勧の完全実施を求めるストライキを決めました。ストライ

キ権はないのですが、ストライキをします。30分以内のストライキをしま

す。この30分というのが重要で、 30分以内はカウン トされないということ

なので、ストライキだけどストライキじゃない。当時、 昔:言己長だ‘ったので

人事課へ行って、人事課長と交渉しました。何月何日ストライキ突入とい

う看板を堂々と出しながら、人事課長にはス トライキと本庁に報告するな

と要請します。矛盾すると思いながらも、処分が出たら困るわけです。そ

ういうことをしておりました。

それはそれで毎週のように組合の機関紙にニュースを書いていました。

この龍谷大学へ来てから教職員組合の委員長をひき受けたのも、そこで働

いている限りは働いてる所を働きやすく したい。それは自分のためでもあ

るし、そこで一緒に働いている人々のためにもなる。そういう極めて単純

なものの考え方でやってきました。

さらに、先ほど学部長の紹介にもありましたように、個人として 3つの

裁判の原告になりました。基本的には全部勝利しています。全国的に意義

のある裁判は、寺川先生に教えていただきましたが、憲法の教科書にも

jl成っています。レジメに毛十いであります、自治会費への翁:1約金上乗せ裁判

です。私の住んで、いる地区の自治会費は年間14.000円でしたが、 2.000円値

上げする。これを何に回すかと言えば、赤い羽根、緑の羽根、社会楠祉協

(龍法 '18)50-4. 637 (2467) 
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議会、中学校後援会、小学校後援会などの寄付金にする。個々に集めると

大変なので自治会費として上乗せするということを代議員総会で決めまし

た。私たちは寄付は任意で、あるべきで、自治会費に上乗せして含ませるの

は憲法違反だという裁判を起こしました。大津地裁の第一若手で負けるんで

すが、当時私は、教務主任か学部長かで、忙しくて仲間に任せていました。

ボランティアで、手弁当でやってくれる、もう亡くなりましたが、吉原弁

護士という行政訴訟専門の方がおられま して、任せていました。しかし、

大津地裁の判決を読んでわかったのは、この裁判長は問題の本質と事実が

わかっていないということです。それで、急いで、自治会長宛てに、私は自

治会の役員もやったことがあり、自治会の地域における役割は重要だと考

えている。しかし、寄附に関しては、これは個人の自由であると考える。

たとえば、私も子供が中学校へ行ってる ときは中学校後援会に寄付してお

りました。子供が小学校へ行ってるときは小学校後援会寄付していま した。

子どもが卒業してからは寄付をやめました。私同様、人々は選んでいる、

つまり主体的に選択して寄附をしている。こういうことを無視して、 一律

に寄付を強制することは問題だ。赤い羽根も、賛成の人もいるし反対の人

もいるだろう。戦前以来、日赤は!id(.争協力などの問題を抱えている。私は

自治会員でありたいので4.000円の自治会費は払うけれども、寄附の上乗

せ分はおかしいと思うので払わない。これを認めて欲しいという文書を自

治会長宛てに出しました。これに対して、自治会会長ーから、それは認めら

れない、すべて会費だという回答がありました。これを追加的に大阪高裁

に証拠書類として出しました。退職された憲法の平野武先生にも意見書を

書いていただき ました。これで、裁判官はようやく分かったようでありま

した。裁判官も忙しく 、一人で100件以上を抱えているそうです。した

がって、彼らが問題を発見する手助けをある意味で原告はする必要がある

と思い、先ほとe言ったような証拠を提出しました。その他、弁護士の手伝

いでいろんな本も調べて、下書きを書いたりもしました。その結果、これ

(龍法 '18)50-4， 638 (2468) 



研究生|活を振り返って 一人の研究者として、 一人の市民として

は、思想l.信条の自由を侵す、寄附は本来自由であるという判決を大阪高

裁で得ました。負けた自治会側は最高裁に上告しましたが、棄却され、大

阪高裁判決が確定しました。憲法の教科書にも載るし、しばらく後で旧司

法試験の問題にも出たそうでありまして、原告の代理人だった弁護士の先

生が非常に喜んでいました。別に私が積極的に主導したわけで、はないので

すが、原告の一人として裁判を経験しました。

町長の交際費訴訟もしました。地元の布11社への玉E将来|をl町長交際世から

出しておりましたので、これは違憲だという裁判を起こし、大津地裁で勝

ちました。被告は高裁に控訴しましたが、被告本人が裁判途中で亡くなり、

息子さんがもうやめだということで、 JJ券訴確定となりました。これらは、

私が個人として別に引っ張っていたのではありません。一生懸命、地域の

まちづくりをやっておられる方がおりまして、その人と一緒に住んでる所

を少しでもよくしたいと思って、 一員として加わったという程度です。

研究において問題を考える視点、大学入って以来の疑問は、これまで講

義でも少しお話ししましたが、 l宣lい言い方をすると、歴史的必然と歴史的

偶然という問題です。歴史は人間が創る。学生の皆さんにも尋ねました。

「第一次大戦の時、 君たちが兵士だ、ったらどうするか。」ロシアの戦線で敗

色濃厚なのに、さらに戦争継続となったら、どうするか。年金のために戦

線にとどまるという学生、もうやってられないので田舎に帰って土地をお|

すと答える学生、さらには革命に加わるという学生もいました。まさに選

択しているのです。その当時の人々が自分の判断でそれぞれ選択している。

そういうものが集まって歴史が創られている。つまり、歴史は人間が創る。

この点が自然、の運動と異なっています。自然の運動にはその分子の意志は

ありません。しかし、人間は社会の中の分子、社会の一つの要素ですが、

意志がある。そういう意味で、歴史は人IMjが創る。では何でも、どんな状

況でも創れるのか。先ほど述べたように、なぜフ ァシズムを止め られな

かったのだろうか。なぜ日本は戦争に突き進んで、しまったのだろう。英米

(打出法 '18) 50-'1. 639 (2469) 
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戦争まで、何で‘行ったのだろう。止められなかったのか。ある事柄が生じる

にはある条件が必要です。そういっ意味で、イタリアやドイツ、日本におい

てはファシズムの支配と戦争は必然だ、ったのでしょうか。必然、であったと

すると、不可逆点と言いますか、いつ、どのような要因でファシスト政権

が樹立されて、戦争へ進むことになったのか。民主主義が崩壊して、ファ

シスト政権になる。それを止められないような不可逆点というのはあるの

でしょうか。きっとあるはずです。ここまでなら、あのとき気づいていた

ら止められたのに、 という|時点があると思います。そうであれば、そのと

き、そのときまでに、「私たちはどうするのか、君たちはどうするのかj

ということが問われると思います。ファシズムの台頭期や反ファシズムと

ファシズムとの対決時期、そういう勝負の分かれ自のとき、あるいはファ

シズム体制下で、先程話したように、ムッソ リーニを解任する。その前に

は、ムッソリーニ暗殺や彼を倒すいろいろな動きがあったが、 実現しな

かった。しかし、ある時期にこれが実現する。

夜、は当初、政治史の研究と講義を始めたとき、物事の必然性を説明して

いました。第一次大戦はこういう理由で起こったという、ある意味での必

然論です。第二次大戦の原因はこうだ、ナチスはこう いうふうに権力を

1並った、という説明をしました。これだけでは、必然論の面があります。

しかし、そこには本当は「実現しなかった別の道」、これがあったはずで

す。別の選択肢、これを篠原ーさんが「政治史の方法Jという、論文の中

で提起しました。歴史研究におけるばの意味というのはここにあると考

えます。もし、こうで-はなかったら、これが生じないようにしていたらど

うなっていたのか。歴史に ifはないのですが、その問いを立てることに

は意味があると思います。例えば、もしナチ党に多くの人が投票しなかっ

たら、第一党にならなかったら、 ドイツはあのようにならなかったでしょ

う。第一党になったから、ナチの勢力が強くなったからヒンデンブルク大

統領がヒトラーを首相に任命した。第一党にならなかっても任命したかも

(能法 '18)50-4， 640 (2470) 



研究生活を振り返って 一人の研究者として、一人の市民として

しれません。ifですから、わかりません。しかし、もしヒンデンブルクが

ヒトラーを首相に任命しなかったら、どうなっていたのか。

また大衆運動という視点も重要です。その運動の目標から見ると、不十

分ですが、ある程度実現に貢献した事柄もあります。日本における株々な

大衆運動の例を挙げることができます。私は学生時代からデモにもいろい

ろ行きました。今でも、原発の原告団にも入っているので、「原発やめろJ

のデモに行っていますし、 集会にも行きます。日本の歴史において大衆運

動の要求がそのまま実現するということはありませんでした。しかし、沖

縄の返還において、「核抜き」が実現しました。中島先生の専門ですがこ

の問、テレビ局のディレクターに来てもらって、~\\j:ì淡をしていただきまし

た。千葉一夫という外交官の行動は、歴史における個人の役割を示す好例

でしょう。彼が「核抜き、本土並み」を主張したときの背後には、 irj'縄の

県民や日本の国民が「核抜き、本土並み」を強く求めている事実と運動が

あった。これを実現しなければ、米軍基地は安定的に維持できない。した

がって、米軍基地を安定的に維持したいのであれば、これを受け入れる必

要があると彼ら外交官は主張した。当時、あれだけの大きな運動がなかっ

たら、それは実現しなかったでしょう。今日、辺野古や普天III'J、どうなる

のか。これを決めるのも国民です。どこまで実現するかわかりません。あ

ることが実現するには条件がいろいろあるでしょう。しかし、少なくとも

過去の歴史を振り返れば、刈l縄返還においても国民の運動の成果がありま

した。もちろん密約はありましたが。

しかし、もう 一つ思います。授業のときも学生に質問しま したが、「あ

なたはファシズム体制下で抵抗運動をしますかJと。私は弱虫であります

から、それをすると捕まるでしょうから怖くってできないと思います。去

年上映された、 『ヒトラーへの285枚の3話番』 という映画があります。自分

の息子がナチのもとで、ヒトラ一政権のもとで戦争にとられて死んでし

まった。そこからヒトラーを支持していた夫婦がヒトラ一政権を倒さなけ
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ればならないと考え、「ヒトラーはうそつきだJIヒトラーを倒せjなどと

書いた小さな紙をあちこちに置いていきます。285枚書いて、あちこちに

置き ましたが、ナチスは全部は回収できなかった。18枚の未回収があった。

この 1割に満たない数を大きいと見るか、小さいと見るか。こういうもの

を持っていると危ないですから、それを見つけたら、 一般的には人々は警

察やナチ、親衛隊にすぐ提出します。もし、ひそかに持ってたら、それは

ヒトラー批判に協力していることになる。でも、この18枚は消えたわけ

じゃなく、どこかにあるのでしょう。こういう l割かそこらの人々がナチ

スの絶対的な支配下でも、それに個人的な形で抵抗した。ささやかに、本

人のできる範囲で。

「君たちなら どうするか」という問いは授業中に学生の皆さんに、第一

次大戦の時々の重要な局面について尋ねました。また、ファシスト党が政

権を獲り、ファシスト党に入らないと公務員になれない場合一一こういう

体制はイタリアもドイツも共通です一一どうしますかと問うと、「入る」

という回答が多かった。しかし、ある学生に、も し君が信念を持っていた

らどうするかと問うと、「信念を持っていたら入りませんJと答えました。

実際の歴史において、まさしくこういう人もいたわけです。このことの意

味は何なのか。つまり、実現しなかった選択肢の問題に関わります。それ

ぞれの人々がそれぞれの判断で自分で決定し、行動する。人間の主体的な

行動が合わさって、物事は真っすぐには行かないし、そのまま潰れたかも

しれない。しかし、それらが歴史をつくり出した。先ほど話した、7月20

日事件では、 100人を超す将校や官僚や一般の人、財界人がヒトラーに殺

されます。北アフリカで連合軍とij災車i淡を戦った有名なロンメル将軍、彼

もこの 7月20事件にかかわっており一一主要メンバーではありません

が一一ヒトラーに自殺するか処刑かどちらかを選べと言われ、彼は自殺と

いう形で何とか将軍としての名誉を維持する方を選んだ、維持した。そう

いう大規模な反逆事件があっても、ヒ トラーを止めることはそのときはで

(能法 18)50-4. 642 (2472) 



研究生活を振り返って 一人の研究者として、 一人の市民として

きなかった。では、このような行動に何の意味があるのか。成功しなかっ

た行動です。しかし、そういう積み重ねがあって一一白パラ運動も成功し

なかったけれども一一戦後ドイツが先ほとと言ったような、ボン基本法をつ

くって、人間の尊厳を碓立した。こういうところへきっとつながっていっ

たのだろうと思います。個人的には英雄的なものはあまり好みませんし、

私は軟弱ですからできませんが、そういう個人の役割というのはあるのだ

ろうということです。

戦後日本の歴史において、 今年は歴史的な転換期です。9条改憲が多分、

提起きれるでしょう。夜、は今日で龍谷大学の講義は終わりですが、 研究面

では先ほど話した聞いが残っています。残っている仕事はムッソリ ーニの

伝記を書くことです。ファシス トの気持ちになり切れないので、なかなか

ムッソ リーニの思いが十分つかめません。原稿を書けばFIJ行される ことに

なっていますが、3年ぐらい待ってもらっています。山川出版のリブレッ

ト 『ムッソ リーニ』として予定されていますが、 まだ書けていません。今

年中にできれば書きたいと思ってます。こういうファシズムの研究は続け

たいと思ってます。

同時に、 一市民として、 一研究者として考えることは、この2018年とい

う年は、授業でも申 しました、カール ・シュミッ トの静かなる「憲法の変

選」から安倍さんが言う「戦後体制の転換」そういう年になるのかどうか

が問われると思います。配布した資料の文章は、 彼らは 『自由だと思って

いたJという本からです。「このプロセスの中にいれば、それを気づく こ

とは絶対できません。」という文章は有名です。つまり、だんだん悪く

なっている。だんだん変化していく 。「オオカミが来る」と言う、オオカ

ミ少年ではありませんが、そういう警告を発する人々がいます。でも、

「それはあなたは心配性だから言い過ぎだよ」と言われます。でも、その

中にいるとわからないのです。これはちょうど、チャップリンの独裁者と

いう映画の一場面に示されています。飛行機がひっくり返って、逆さまで

(龍t去。18)50-4. 643 (2473) 
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飛んで、いても逆さまかどうかはパイロッ トにはわからない。映画を見てい

る我々には逆さまだと分かるが、中にいるとわからない。それが分かるの

は物事から距離を置いて見ることによってです。つまり、こういうことを

「このプロセスの中にいればそれを気づくことは絶対できません。」という

言葉で表しています。「発端で抵抗せよと。終末を考慮せよJorこれがこ
う行ったらこうなる、だから大変だと。警告する人々は言います。しかし、

それは確かに言えることなのか、確信を持てるのか。そうとも限らないで

しょう。知識ある人やエリートは言うかも しれない。」でも、知識人でさ

えそう思わない人もいるし、一般の庶民にはなかなか日々の生活に追われ

て考えられない。それゆえに、できるだけ距離を置く 。物事から距離を置

いて見ることが必要です、と同書:は書いています。

話は変わりますが、核兵器禁止条約がH下年国連で採択されました。今後、

批准が進んで、いくでしょう。日本は調印していません。でも、ノ ーベル平

和賞を受ftした ICANのグループ一一事務局長が現在、来日していま

す一ーのサーロー石黒さんは受賞演説で「締めるな、頑張れ。光が見える

だろう。そこに向かつてはっていくんだjと話されました。自分が原爆を

受けたときに、瓦れきの下でこのように励まされ、何とかそこを這い出し

ていった。光に向かつて這っていく。そのことによって物事が実現する。

私は、率直に言いますと、核兵器禁止条約ができるとは思ってませんでし

た。この条約は五十幾つかの国が調印すると成立します。現時点では、成

立するかどうかわかりません。しかし、その方向に向かつて進んで、いくと、

少しずつ可能になると考えています。

最後に、私が最近感激して買った本を紹介します。少し前の NHKの

「ク ローズア ップ現代プラス」が取りあげていた、 『君たちはどう 生きる

か』という本です。130万部売れているという漫画版を私も買いました。

岩波文庫版を持っています。1982年に出たときに読みました。もっとも、

丸山真男さんが書いている末尾の回想の文章は読んだ記憶がありませんが。
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最後にこの本から引用してお話しを終えたいと思います。先ほどいろい

ろな状況の中での話をしましたが、この本の中に次のような有名な文章が

あります。「僕たちは自分で自分を決定する力を持っているJoI人間分子

の運動がほかの物質の運動と異なるところもまた、この点にある」。つま

り、私たちは、いろいろな状況の中で自分で考え、選択し、行動している。

そのことが歴史を創っていく 。すぐに実現するかしないかわからない。で

も、人聞ができることは自分で決定することだ。この 『君たちはどう生き

るか』の中で、叔父さんが、「立派な人間になってほしい」という 言葉が

お父さんの造言だ、ったとコペル君に伝えます。では、「立派な人!日jって何」

というの疑問が出てきます。何が「立派な人間」か。私は昔読んだとき、

少しこれが気に食わなかったことを思い出しました。しかし、 今では「立

派な人間」とは何かということを考えることそのものに意味がある、それ

を問いかけながら生きていくことが大事だと思います。それは学生諸君へ

の問いかけであると同時に私自身一一-あと何年、 一研究者として、 一市民

としてやっていけるかわからないけれども一一私たちは、「君たちはどう

生きるかJということを考えて、これからももうひと踏ん張りやっていき

たいと思います。

ご清聴ありがとうございました。

高橋先生、ありがとうございました。

人聞が自分の置かれている境遇の中で、少しではあれ、現状を変えるこ

とができる、あるいはそれぞれの時点、局面で、結果から見れば違う可能

性が必ずあったであろうということは、政治の本質のーっかと思われます。

あるいは、そういうことを考えていくところに政治学の意義があると思い

ます。心に残るお話をありがとうございました。

高橋先生、長い問、本当に御苦労さまでした。これで本学での授業 ・講

義は終わりになりますけれども、他方で先生は今も学内で進められていま

(前法 18)50-4. 645 (2475) 
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す共同研究に深くかかわっておられますし、これからもたびたび龍大にお

越しいただき変わらぬおつき合い、あるいはまたご指導いただければと思

います。今日は本当にありがとうございました。

本日の最終講義は西洋政治史の授業の最終回であると同時に、法学部主

催のご退職記念講演として位置づけて開催させていただきました。最後に

これまで、の先生への感謝を込めまして、花束を用意しておりますので、高

橋先生の大学院の指導生である陳さんからお渡ししたいと思います。

ありがとうございました。

以上
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